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定
例
議
会
の
概
要

　

平
成
29
第
４
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
15

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
会
教
育
長
並
び
に
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
、
新
地
町
中
島
地
区
定
住
促
進
住
宅
建
築

工
事
請
負
契
約
、
駒
ケ
嶺
公
民
館
（
体
育
館
）
建
設
用
地
の
取

得
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
の
各
会

計
決
算
認
定
な
ど
21
議
案
を
審
査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
・
20
日
に
は
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

９月
定例会中島地区に定住 促進住宅を建築、

　駒ケ嶺 公民館建設用地を取得　

人
　
事

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

現
教
育
長
の
佐
々
木
孝
司
氏

を
、
適
任
者
と
し
て
引
き
続
き

任
命
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で

同
意

　

任
期
は
平
成
29
年
10
月
１
日

か
ら
３
年

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

小
林
成
子
氏（
作
田
）を
、
適

任
者
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に

全
会
一
致
で
同
意

　

任
期
は
平
成
29
年
10
月
１
日

か
ら
４
年

○
釣
師
浜
漁
港
荷
捌
き
施
設
建

設
工
事
請
負
変
更
契
約

　

建
設
中
の
釣
師
浜
漁
港
荷
さ

ば
き
施
設
内
の
側
溝
及
び
舗
装

○
土
地
の
取
得

　

駒
ケ
嶺
公
民
館
（
体
育
館
）

建
設
用
地
と
し
て
、
新
地
町
駒

ケ
嶺
字
新
町
前
29
番
１
外
２
筆

５
，２
７
２
平
方
㍍
を
購
入
す

る
も
の

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
町
道
路
線
の
変
更

　

県
道
と
の
接
続
及
び
道
路
改

良
に
よ
り
、
町
道
田
中
大
戸
浜

線
及
び
町
道
大
戸
浜
富
倉
線
の

起
点
、
終
点
、
延
長
等
を
変
更

す
る
も
の（

全
員
賛
成
で
可
決
）

○
町
道
路
線
の
廃
止

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
釣
師

地
区
内
沿
岸
部
の
防
波
堤
及
び

防
災
緑
地
事
業
に
伴
い
、
町
道	

釣
師
町
裏
線
７
３
７
．
７
㍍
外

６
路
線
で
、
総
延
長
１
，
３
３

８
．７
㍍
を
廃
止
す
る
も
の

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５

０
０
万
円
を
減
額
し
、
１
１
２

億
１
，５
０
０
万
円
と
す
る
も
の

歳
入
補
正
の
主
な
も
の

　

復
興
基
金
繰
入
金
で
２
億

８
，０
８
３
万
６
千
円
、
公
共

施
設
等
整
備
基
金
繰
入
金
で
５

０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

し
、
地
方
交
付
税
で
３
，３
３

４
万
円
、
災
害
復
旧
費
や
地
域

創
生
総
合
支
援
事
業
な
ど
の

等
の
外
構
工
事
の
追
加

を
行
う
に
あ
た
り
、
工

事
請
負
額
３
，３
３
７
万

２
千
円
を
増
額
変
更
す

る
も
の

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
中
島
地
区
定
住
促
進

住
宅
建
築
工
事
請
負

契
約

　

新
地
駅
東
側
の
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
区

域
内
に
、
木
造
２
階
建

て
２
棟
８
戸
の
定
住
促

進
住
宅
建
築
工
事
を
行

う
た
め
、
設
計
施
工
者
指
名
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
基
本
協

定
に
基
づ
き
、
随
意
契
約
の
方

法
に
よ
り
、
大
和
ハ
ウ
ス
東
北

美
研
特
定
建
設
工
事
企
業
体
代

表
者
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式

会
社
仙
台
支
社
執
行
役
員
支
社

長
）
壹
岐
義
人
と
、
１
億
８
，

１
５
５
万
２
千
円
で
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲建設が進む釣師浜漁港荷さばき施設

国
・
県
補
助
金
で
３
，７
７
７

万
６
千
円
、
繰
越
金
で
５
，７

５
０
万
８
千
円
な
ど
を
増
額

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金
で

６
，２
８
０
万
円
、
復
興
交
付

金
活
用
の
道
路
改
良
で
８
，９

０
０
万
円
、
複
合
商
業
施
設
建

設
で
１
，５
４
０
万
円
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
教
育
で
１
，３
５
１
万

２
千
円
、
駒
ケ
嶺
公
民
館
体
育

館
整
備
事
業
で
１
，３
０
０
万

円
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

で
２
，０
０
０
万
円
な
ど
を
増

額
し
、
津
波
復
興
拠
点
整
備
事

業
の
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
で
３

億
７
，０
４
３
万
６
千
円
な
ど

を
減
額
。

　

継
続
費
で
は
、
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
費
で
２
億
５
，

０
０
０
万
円
を
増
額
し
、
年
度

別
事
業
費
を
補
正
。

　

ま
た
、
複
合
商
業
施
設
建
設

事
業
で
は
、
事
業
費
限
度
額
を

１
億
７
千
万
円
、
期
間
を
平
成

３
０
年
度
ま
で
と
す
る
債
務
負

担
行
為
を
設
定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，３
６

９
万
８
千
円
を
追
加
し
、
１
２

億
８
，１
２
６
万
円
と
す
る
も
の

歳
入
補
正
の
主
な
も
の　

　

一
般
会
計
繰
入
金
で	
２
７

４
万
７
千
円
、
前
年
度
決
算
に

よ
る
繰
越
金
で	

１
，０
９
５
万

１
千
円
を
増
額

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
が	

２
７
４
万
７
千
円
、
療
養
給
付

費
還
付
金
３
１
０
万
円
、
予
備

費
に
７
８
５
万
１
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額（

全
員
賛
成
で
可
決
）

○
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
２
，

４
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
７
１
１
万

円
と
す
る
も
の

区　　分 数　量　等

建築本体
工　　事

木造２階建　１号棟 (4戸 )　A=315.74㎡
　　　　　　２号棟 (4戸 )　　　同上

※1戸あたり69.26㎡

外構工事
物置	2棟（8戸分）自転車置場2棟
駐車場整備　20台　植栽整備等　1式

●中島地区定住促進住宅建築工事概要

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

定
例
議
会
の
概
要

小林成子	氏

佐々木孝司	氏

契
　
約

土
地
の
取
得

補
正
予
算

町
　
道

駒ヶ嶺公民館（体育館）建設用地

Ｎ
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平
成
29
年 

第
３
回　

議
会
臨
時
会

○
釣
師
防
災
緑
地
整
備
工
事

（
そ
の
６
）請
負
契
約

　

釣
師
地
区
の
被
災
し
た
沿
岸

　

臨
時
議
会
は
、
７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
釣
師
防
災
緑
地
整
備
工
事
（
そ
の
６
）
請
負
契

約
な
ど
議
案
３
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

契
　
約

部
の
多
重
防
御
を
担
う
緑
地
整

備
を
行
う
た
め
、
７
月
21
日
に

指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
結

果
、
東
北
・
猪
狩
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
代
表
者	

東
北

建
設
株
式
会
社	

代
表
取
締
役

社
長　

太
田
由
美
子
が
、
８
億

２
，
０
８
０
万
円
で
落
札
し
た

の
で
、
請
負
契
約
を
締
結

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
森

林
整
備
業
務
委
託
契
約

　

新
地
町
駒
ケ
嶺
字
西
久
保
外

６
地
区	

41
㌶
の
森
林
整
備
を

行
う
た
め
、
７
月
21
日
に
指
名

競
争
入
札
に
付
し
た
結
果
、
相

馬
地
方
森
林
組
合
代
表
理
事

組
合
長　

武
澤	

治
平
が
、
９
，

７
２
０
万
円
で
落
札
し
た
の

で
、
請
負
契
約
を
締
結

　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
全
壊

と
な
っ
た
小
川
字
原
添
地
内
の

建
物
に
つ
い
て
、
推
定
相
続
人

４
人
か
ら
建
物
解
体
の
同
意
を

求
め
た
が
、
う
ち
一
人
が
こ
れ

に
応
じ
な
い
た
め
建
物
撤
去
請

求
調
停
の
申
立
を
行
う
も
の

　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

歳
入
補
正
の
主
な
も
の　

　

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

２
，４
０
０
万
円
の
増
額

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

　

前
年
度
国
・
県
等
歳
入
還
付

金
で
１
，４
０
４
万
５
千
円
、

予
備
費
で
９
６
８
万
５
千
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
平
成
29
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
２
，

１
７
０
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
億
５
，

７
８
９
万
円
と
す
る
も
の

歳
入
補
正
の
主
な
も
の　

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

で
、
２
，９
７
０
万
２
千
円
を

増
額
し
、
受
益
者
負
担
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
を
減
額

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

前
納
報
奨
金
、
下
水
桝
設
置
工

事
費
維
持
費
の
ポ
ン
プ
修
繕
や

汚
泥
処
分
費
な
ど
を
増
額

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
平
成
29
年
度
新
地
南
工
業
団

地
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
５
，

２
８
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
９
，７

５
６
万
７
千
円
と
す
る
も
の

歳
入
補
正
の
主
な
も
の　

　

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

を
増
額

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

　

職
員
手
当
等
の
人
件
費
、
予

備
費
を
増
額（全

員
賛
成
で
可
決
）

　

定
例
議
会
初
日
に
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
委
員
長
に
遠
藤
満
議
員
、
副
委
員
長
に
井
上

和
文
議
員
を
選
任
。
平
成
28
年
度
一
般
会
計
と
、
６

つ
の
特
別
会
計
を
審
査
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、
す
べ
て
認
定
す
べ
き
と
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計
審
査
意
見

　　
一
般
会
計

○
歳
入
に
つ
い
て

　

歳
入
決
算
額
は
１
３
１
億

４
，６
５
３
万
円
で
前
年
度
比

12
億
４
，５
６
３
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
税
は
20
億

９
，７
３
７
万
円
で
前
年
度
よ

り
２
，０
７
５
万
円
の
増
と
な

り
、固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
３
，０
１
４
万
円

増
の
16
億
２
，２
１
３
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
．９
㌫
の
増
と

な
っ
た
。
さ
ら
な
る
課
税
客
体

の
把
握
と
財
源
の
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

　

決
算
審
査
は
、
９
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
全
体
方
式
で
行
い
、
各

課
ご
と
に
決
算
書
、主
要
な
成
果
説
明
書
な
ど
に
よ
り
説
明
を
受
け
、

各
課
事
業
、
財
産
、
債
務
の
現
状
、
各
種
事
業
の
効
果
な
ど
町
政
全

般
に
わ
た
り
質
疑
・
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

○
歳
出
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
は
復
興
創
生
期

間
の
初
年
度
で
あ
り
、
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
努
力
し
た
年
で
あ

る
。
歳
出
決
算
額
は
１
２
７
億

５
，３
８
１
万
円
で
、
前
年
度

比
10
億
８
，０
０
４
万
円
の
減

と
な
っ
て
お
り
、
不
用
額
が
６

億
３
，０
６
３
万
円
、
繰
越
額

が
24
億
１
，７
３
０
万
円
と
い

ず
れ
も
多
額
に
な
っ
て
い
る
。

尚
一
層
、
各
種
事
業
の
費
用
対

効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
今
後

の
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
た
い
。

・
職
員
の
健
康
管
理
に
務
め
、

効
率
的
で
迅
速
な
事
業
執
行
に

あ
た
ら
れ
た
い
。

・
新
地
駅
周
辺
市
街
地
復
興
整

備
事
業
は
、
町
づ
く
り
を
左
右

す
る
重
点
事
業
で
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
た
い
。

・
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
早

急
に
策
定
し
、
計
画
的
な
施
策

展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

・
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
、

福
祉
施
策
の
展
開
に
万
全
を
期

さ
れ
た
い
。

・
農
林
水
産
業
の
再
生
と
振
興

を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
と
密

に
連
携
し
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

各
種
事
業
に
取
り
組
み
な
が
ら

担
い
手
育
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

・
学
力
向
上
の
た
め
、
学
習
支

援
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
維

持
・
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め

医
療
費
の
抑
制
や
税
の
軽
減
を

図
ら
れ
た
い
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
予
防
事
業
を
よ
り
一
層

進
め
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
を

図
ら
れ
た
い
。

（単位 ： 千円）

会　計　別 予　算　額 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額

一　般　会　計 15,801,739 13,146,527 12,753,808 392,719

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 1,239,563 1,292,822 1,181,871 110,951

介 護 保 険 779,548 797,510 772,979 24,531

後 期 高 齢 者 医 療 165,534 164,658 163,938 720

公 共 下 水 道 275,496 278,314 247,612 30,702

農 業 集 落 排 水 80,932 69,945 62,364 7,581

新地南工業団地整備 478,860 155,757 58,611 97,146

小 計 3,019,933 2,759,006 2,487,375 271,631

合 計 18,821,672 15,905,533 15,241,183 664,350

平成28年度　一般会計・特別会計決算状況

▲工事が進む釣師防災緑地

９月定例会

▲決算審査特別委員会の様子

▲新地南工業団地Ｂ地区

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

定
例
議
会
の
概
要

調
停
の
申
立
て

審 

査 

意 

見
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こんな質問が
決算審査

Ｑ＆Ａ

Q
職
員
採
用
試
験
で
、
必
要
と

し
て
い
る
建
築
・
土
木
系
の

職
員
を
採
用
で
き
て
い
な

い
。
ま
た
、
町
内
出
身
者
の

採
用
も
な
い
。
ど
の
様
な
対

策
を
取
る
の
か

A
新
卒
者
だ
け
で
な
く
、
中
途

採
用
に
も
窓
口
を
広
げ
必
要

な
人
材
を
確
保
し
た
い

Q
人
事
評
価
制
度
も
２
年
目
で

あ
る
。
評
価
に
よ
り
、
仕
事

量
・
能
力
に
見
合
っ
た
待
遇

を
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
行
か
な
い
の
で
は

な
い
か

A
そ
れ
が
本
来
の
目
的
で
あ
る

が
、
す
ぐ
に
は
難
し
い
。
職

員
と
面
談
等
行
い
な
が
ら
進

Q
青
年
就
農
給
付
金
事
業
で
給

付
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

が
３
名
い
る
。
平
成
28
年
度

の
新
規
就
農
者
は
何
名
か

A
全
員
前
年
度
か
ら
の
継
続

で
、
新
規
就
農
者
は
い
な
い

Q
山
は
紅
葉
で
も
な
い
の
に
真

っ
赤
だ
。
ナ
ラ
枯
れ
対
策
の

必
要
性
を
問
う

A
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

Q
被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
の
空

室
は
何
件
か
。
ま
た
、
入
居

条
件
の
見
直
し
は
い
つ
頃
行

う
の
か

A
現
在
空
き
部
屋
は
６
室
で
あ

る
。
空
き
部
屋
も
増
え
て
く

る
事
か
ら
、
入
居
条
件
の
見

直
し
も
必
要
だ
が
、
具
体
的

な
時
期
は
決
ま
っ
て
い
な
い

め
て
行
く

Q
水
道
事
業
の
財
政
が
悪
化
し

た
時
、
消
火
栓
の
負
担
金
を

値
上
げ
し
た
経
緯
が
あ
る
。

現
在
は
黒
字
化
で
、
水
道
料

金
も
値
下
げ
し
た
の
で
、
消

火
栓
負
担
金
も
値
下
げ
す
べ

き
で
は
な
い
か

A
管
理
者
会
等
で
話
を
出
し
て

い
く

Q
電
子
行
政
費
の
社
会
保
障
、

税
番
号
制
度
に
伴
う
セ
キ
ュ

リ
テ
イ
強
化
事
業
で
は
、
ど

う
い
う
人
が
静
脈
認
証
に
携

わ
っ
て
い
る
の
か

A
町
民
課
、
健
康
福
祉
課
、
税

務
課
職
員
の
担
当
職
員
の
み

で
あ
る

Q
指
定
廃
棄
物
保
管
事
業
の
数

量
は
、
ま
た
、
い
つ
搬
出
す

る
の
か

A
１
３
５
世
帯
か
ら
回
収
し
、

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
で
約
１
１

０
個
を
保
管
し
て
い
る
。
来

年
度
以
降
に
搬
出
予
定

Q
伊
達
藩
ゆ
か
り
の
５
市
町
に

よ
り
伊
達
開
拓
「
ふ
る
さ
と

従
兄
弟
（
い
～
と
こ
）」
ま

ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
行

っ
て
い
る
が
、
広
域
連
携
に

よ
る
広
域
観
光
は
行
わ
な
い

の
か

A
観
光
客
に
県
境
は
な
い
の
で

検
討
し
て
行
く

　

監
査
委
員
に
よ
る
平
成
28
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会

計
並
び
に
、
基
金
運
用
状
況
等
の
審
査
が
、
８
月
３
日
・

４
日
・
７
日
・
８
日
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

審
査
の
結
果
は
、
歳
入
歳
出
決
算
書
等
の
関
係
書
類
は
、

い
ず
れ
も
正
確
で
あ
る
と
認
め
た
と
い
う
も
の
。

審
査
意
見
は
次
の
と
お
り
。

監
査
委
員
報
告

　

新
地
町
の
顔
で
あ
る
新
地
駅

周
辺
で
の
市
街
地
復
興
整
備
事

業
が
進
み
、
相
馬
港
や
町
内
工

業
団
地
へ
の
企
業
進
出
な
ど
、

明
る
い
展
望
が
あ
る
。

　

新
た
な
企
業
誘
致
や
産
業
振

興
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町

の
産
業
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
震
災

か
ら
７
年
目
を
迎
え
、
復
興
創

生
期
間
に
入
り
事
業
も
進
ん
で

い
る
中
で
、
依
然
と
し
て
事
業

量
は
多
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
職
員
の
職
場
環
境
や

体
調
管
理
に
つ
い
て
は
業
務
遂

行
し
て
い
く
上
で
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
十
分

な
健
康
管
理
の
も
と
で
事
務
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
税
全
体
で
は
２
０
，７
４

４
，２
４
２
円
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
が
、
町
民
税
が
８
，３

２
０
，６
６
３
円
の
減
額
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
固
定
資
産

税
が
１
０
３
棟
の
新
増
築
家
屋

な
ど
に
よ
り
増
加
し
た
も
の

の
、
復
興
関
連
の
企
業
の
撤
退

等
も
あ
り
法
人
町
民
税
が
減
少

と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と

見
ら
れ
る
。

　

収
納
状
況
に
つ
い
て
は
、
現

年
課
税
分
が
９
９
．４
９
㌫
と

前
年
と
同
様
の
高
い
徴
収
率
と

な
っ
て
お
り
、
滞
納
繰
越
分
は

４
１
．２
８
㌫
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
改
善
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
。

　

町
税
は
、
町
財
政
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
税
の
公

平
・
平
等
と
財
源
確
保
の
観
点

か
ら
、
引
き
続
き	

納
税
意
識

の
啓
発
及
び
、
徴
収
率
の
向
上

と
滞
納
額
の
縮
減
に
、
一
層
の

努
力
を
期
待
す
る
。

　　　

平
成
28
年
度
は
、
住
宅
再
建

や
復
興
ま
ち
づ
く
り
な
ど
が
進

み
、
復
興
創
生
期
間
の
段
階
に

入
っ
た
。
し
か
し
、
復
興
事
業

な
ど
に
係
る
繰
越
明
許
額
が
２

３
億
５
千
８
４
３
万
円
、
事
故

繰
越
額
が
５
千
８
８
６
万
円
、

不
用
額
が
６
億
３
千
万
円
と
多

額
に
な
っ
て
い
る
。

　

予
算
の
積
算
内
容
を
検
証

し
、
適
切
な
予
算
額
の
計
上
と

計
画
的
な
事
業
管
理
及
び
適
正

な
事
業
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
平
成
28
年
度
新
地
町

健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、
良
好

な
状
態
を
示
し
て
い
る
が
、
借

入
債
な
ど
将
来
の
負
担
増
に
よ

り
、
今
後
は
厳
し
い
財
政
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、
経
費
の
節
減

な
ど
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
発
揮
さ
れ
る
財
政
運
営
に

努
め
ら
れ
た
い
。

15.7 

18.5 

20.0 
19.5 

20.8 21.0 

12.6 

14.7 

15.9 
15.1 

15.9 16.2 

2.4 
3.1 3.2 3.5 

4.0 3.9 

0.6 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 
0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

0.6 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 
0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0

町税徴収状況の推移

Q
民
生
児
童
委
員
会
の
事
務

は
、
会
福
祉
協
議
会
の
事
務

で
は
な
く
、
本
来
、
健
康
福

祉
課
の
事
務
で
は
な
い
の
か

A
平
成
25
年
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
い
る

Q
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
事
業
の
進
捗

状
況
は

A
全
体
の
63
．８
㌫
で
、
平
成

32
年
度
に
完
成
予
定

Q
家
賃
滞
納
に
よ
る
町
営
住
宅

の
明
渡
し
請
求
訴
訟
の
結
果

は
A
訴
訟
手
続
き
委
託
等
約
90
万

円
の
費
用
を
投
じ
、
解
決
し

た
Q
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
業
務
委
託
費
を
支
出
し
て

い
る
が
、
完
成
し
て
い
る
の

か
A
現
在
、
素
案
を
庁
内
で
検
討

し
て
い
る

Q
奨
学
資
金
の
貸
付
者
が
、
地

元
に
戻
っ
て
く
る
場
合
の
優

遇
措
置
を
検
討
す
べ
き
で
な

い
か

A
他
市
町
村
の
対
策
等
を
参
考

に
検
討
を
進
め
て
い
く

Q
総
合
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
芝
生
の
痛
み
が
甚
だ
し

い
。
張
り
替
え
す
べ
き
で
な

い
か　

A
利
用
者
か
ら
も
同
様
の
声
が

あ
り
、
状
況
確
認
し
て
対
応

す
る

Q
総
合
公
園
の
28
年
度
の
維
持

管
理
費
は

A
こ
ど
も
の
森
１
，０
７
２
，

５
５
３
円
、
町
民
野
球
場
２

７
，４
９
３
，４
３
８
円
、
総

合
体
育
館
２
１
，８
２
８
，

６
７
５
円
（
改
修
費
含
む
）

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

定
例
議
会
の
概
要

歳
　
入

歳
　
出

▲稲刈りの様子

▲総合公園陸上競技場

▲静脈認証の様子

▲「ふるさと従兄弟（い～とこ）」スポーツ祭の様子
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

寺　島　浩　文　議　員	 P９

１　新地駅周辺市街地復興整備事業について
２　新地駅周辺地域エネルギーセンター事業に

ついて

吉　田　　　博　議　員	 P10

１　北朝鮮のミサイル発射情報に対する対応に
ついて

２　東日本大震災の復旧・復興の現状について

八　巻　秀　行　議　員	 P11

１　更なる町人口の増加策について
２　ＪＲ新地駅の課題について
３　米をめぐる新農政の取り組みについて

齋　藤　充　明　議　員	 P12

１　のりあいタクシー（しんちゃんGO）の更
なる充実に向けた取り組みについて

２　交通事故防止対策について

井　上　和　文　議　員	 P13

１　農政問題について
２　再生可能エネルギーの町づくりについて

（通告順）

５名の議員が質問

　

今
期
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９
月
19
日
・
20
日

の
２
日
間
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
５
名
か
ら
は
11
件
の
通
告
が
あ
り
、
新
地
駅

周
辺
市
街
地
復
興
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　

各
議
員
か
ら
の
質
問
内
容
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

以
下
、主
な
質
問（
Ｑ
）と
答
弁（
Ａ
）を
、登
壇
し
た
順
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
員　
今
年
度
設
立
予
定
の
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
会
社

で
、
温
熱
、
冷
熱
で
27
．５
㌫

の
需
要
家
と
な
る
ス
マ
ー
ト
ア

グ
リ
＋
６
次
化
施
設
の
事
業
者

が
、
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

こ
の
事
業
者
の
決
定
が
遅
れ
る

ほ
ど
累
積
赤
字
の
解
消
が
遅
れ

る
。
早
期
の
事
業
者
決
定
が
望

ま
れ
る
が
、
現
状
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
昨
年
８
月
に
事
業
者
選

定
を
行
い
、
一
旦
町
内
の
事
業

者
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
の
後
辞
退
が
あ
り
、
現
在
ま

で
新
た
な
進
出
事
業
者
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
町
で
は
、
様
々

な
ル
ー
ト
を
通
し
て
情
報
収

集
・
発
信
を
行
い
な
が
ら
早
期

の
立
地
を
図
り
た
い
。

議
員　
予
定
地
は
、
面
積
が
90

㌃
ほ
ど
と
聞
い
て
い
る
。
ス
マ

ー
ト
ア
グ
リ
＋
６
次
化
施
設
を

建
設
す
る
と
い
う
事
で
あ
れ

ば
、
生
産
プ
ラ
ン
ト
・
加
工
施

設
そ
し
て
販
売
店
舗
と
駐
車
場

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
何
を

生
産
す
る
か
は
と
も
か
く
、
90

㌃
ほ
ど
で
こ
の
業
態
を
運
営
し

て
行
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。

　

面
積
を
拡
大
す
る
た
め
に
、

県
道
相
馬
亘
理
線
の
東
側
農
地

に
用
地
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
課
長　
単
純
に
生
産

施
設
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
現

在
事
業
者
と
や
り
取
り
を
し
て

い
る
中
で
も
90
㌃
で
は
小
さ
い

と
い
う
話
も
出
て
お
り
、
将
来

的
な
事
業
の
拡
大
と
い
う
事
も

含
め
、色
々
と
協
議
し
て
い
る
。

６
次
化
施
設
と
い
う
事
で
、
こ

の
場
所
を
加
工
・
直
売
だ
け
の

利
用
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
90

㌃
で
は
大
き
す
ぎ
る
の
で
、
事

業
者
と
ど
ん
な
形
、
ど
ん
な
内

容
が
い
い
の
か
詰
め
て
行
き
、

早
期
に
事
業
者
を
決
め
て
行
け

スマートアグリ+6次化
施設の事業者は
町長　情報収集・発信を行いながら
　　  早期の立地を図る

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
基
本
的
に
駐
車
場
は
、

無
料
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
特
に
、
新
地
町
を
仙
台
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
位
置

づ
け
と
考
え
た
と
き
、
新
地
に

住
居
を
構
え
、
新
地
駅
に
向
か

う
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は

車
で
あ
る
。
仙
台
勤
務
の
方
が

新
地
に
移
住
定
住
を
考
え
た
と

き
に
、駐
車
場
が
無
料
と
い
う
、

そ
の
く
ら
い
の
優
遇
策
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
今

回
整
備
さ
れ
る
駐
車
場
が
、
町

有
地
と
い
う
事
を
考
え
れ
ば
、

無
料
に
す
る
と
い
う
事
も
検
討

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長　
駐
車
場
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣
自
治

体
が
基
本
的
に
有
料
と
い
う
事

か
ら
、
当
町
で
も
ゲ
ー
ト
を
設

け
低
価
格
で
の
利
用
を
考
え
て

い
る
。

議
員　
新
地
駅
周
辺
市
街
地
復

興
整
備
事
業
の
事
業
区
域
を
拡

大
し
、
大
型
商
業
施
設（
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）を
誘
致
す

る
計
画
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

町
長　
事
業
区
域
拡
大
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
国
、
関
係
機

関
と
事
業
認
可
や
財
源
等
の
事

務
協
議
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

あ
る
。誘
致
状
況
に
つ
い
て
は
、

出
店
希
望
事
業
者
と
の
相
談
の

継
続
と
、
新
た
な
事
業
者
へ
の

誘
致
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

寺島浩文 議員

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

定
例
議
会
の
概
要

ただ

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

新
地
駅
周
辺
の
駐
車

場
整
備
に
つ
い
て

大
型
商
業
施
設
誘
致

の
状
況
は

都
市
計
画
課
長　
ゲ
ー
ト
を

設
け
低
価
格
で

町
長　
誘
致
業
務
を
継
続
し

て
い
る

▲スマートアグリ＋６次化施設の予定地



（10）（11） 平成 29 年 10 月 20 日平成 29 年 10 月 20 日

に「
人
」目
線
で
重
点
事
業
を
掲

げ
た
。
現
在
の
復
興
交
付
金
事

業
の
進
捗
率
は
、
認
可
額
ベ
ー

ス
で
80
・
４
㌫
の
執
行
率
で
あ

り
、
平
成
30
年
度
の
完
成
を
目

指
し
、
事
業
間
調
整
や
工
事
監

理
に
注
視
し
て
取
り
組
む
。

議
員　
老
人
憩
い
の
家
や
農
業

後
継
者
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
ま

ま
使
用
す
る
の
か
。
ま
た
、
駅

前
に
複
合
商
業
施
設
や
、
民
間

の
温
浴
施
設
が
出
来
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
老
人
憩
い
の
家
の

あ
り
方
を
問
う
。

町
長　
２
施
設
と
も
建
築
か
ら

45
年
経
過
し
て
お
り
、
老
人
憩

い
の
家
の
利
用
者
は
年
々
減
少

し
て
い
る
。
駅
前
に
民
間
の
温

浴
施
設
が
出
来
る
こ
と
、
老
朽

化
に
よ
る
老
人
憩
い
の
家
の
安

全
性
を
考
慮
す
る
と
、
閉
鎖
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員　
去
る
８
月
29
日
午
前
６

時
頃
と
、
９
月
15
日
午
前
７
時

頃
、
町
内
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

「
ミ
サ
イ
ル
通
過
、
ミ
サ
イ
ル

通
過
、
先
ほ
ど
こ
の
地
域
の
上

空
を
ミ
サ
イ
ル
が
通
過
し
た
模

様
で
す
。
頑
丈
な
建
物
や
地
下

に
避
難
し
て
下
さ
い
。
不
審
な

物
を
発
見
し
た
場
合
に
は
決
し

て
近
寄
ら
ず
、
直
ち
に
警
察
や

消
防
な
ど
に
連
絡
し
て
下
さ

い
」こ
の
よ
う
な
音
声
と
テ
ロ

ッ
プ
が
流
さ
れ
た
。　

　

町
民
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
っ
た
ら
よ
い
の
か
不
安
だ
。

今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

町
長　
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
と
み
ら
れ
る
飛
翔
体
発

射
に
伴
い
、
本
県
を
含
む
12
道

県
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報

伝
達
を
行
っ
て
お
り
、
新
地
町

の
国
民
の
保
護
に
関
す
る
計
画

に
沿
っ
て
、
事
態
認
定
前
の
情

報
収
集
や
国
・
県
か
ら
の
緊
急

事
態
連
絡
室
体
制
を
整
え
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
避
難
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、９
月
５
日
に「
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
行
動
に

つ
い
て
」を
各
世
帯
に
配
布
し

周
知
を
図
っ
た
。

議
員　
室
内
の
防
災
行
政
無
線

が
鳴
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
も

い
た
。

　

屋
内
型
防
災
行
政
無
線
の
点

検
、
そ
し
て「
新
地
町
国
民
保

護
計
画
」を
見
直
し
す
る
機
会

に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
町
に
は
防
災
行
政

無
線
が
鳴
ら
な
か
っ
た
と
の
通

報
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
必
要

で
あ
れ
ば
広
報
や
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
し
た
い
。

　

ま
た
、
国
民
保
護
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
・

県
に
準
じ
た
形
で
見
直

し
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

議
員　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
鳴

動
で
、
学
校
の
対
策
は

あ
る
の
か
。

教
育
長　
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
通
学
時
の

想
定
は
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
改
め
て
在
校

中
、
在
宅
中
、
通
学
中

を
想
定
し
、
子
供
１
１

０
番
の
家
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
の
方
々
の
協

力
も
考
慮
し
た
対
策
を

た
て
た
い
。

議
員　
当
初
の
災
害
復
旧
・
復

興
計
画
と
、
今
進
め
て
い
る
復

旧
・
復
興
計
画
で
は
、
変
更
が

ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
、

現
在
の
進
捗
率
と
、完
成
時
期
、

合
わ
せ
て
今
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
第
一
次
復
興
計
画
は
平

成
24
年
１
月
制
定
し
、
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
平
成
27
年
６
月

ミサイル発射情報で
町民対処は

町長　行動パンフを配布した町長　町の良さや特徴を一体的に
ＰＲ・発信

行政の特徴
トータル的に発信を

一般質問

八巻秀行 議員 吉田　博 議員

議
員　
総
務
省
が
７
月
５
日
発

表
し
た
人
口
動
態
調
査
で
は
、

県
内
で
も
多
く
の
市
町
村
で
人

口
減
少
が
見
ら
れ
た
一
方
で
、

子
育
て
支
援
策
、
若
者
定
住
促

進
住
宅
整
備
等
の
効
果
か
ら
、

新
地
町
、
大
玉
村
で
は
３
年
連

続
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

当
町
の
住
民
基
本
台
帳
登
録

人
口
は
、
６
月
１
日
現
在
８
，

０
７
０
人
で
、
３
年
前
か
ら
比

較
す
る
と
１
１
９
人
増
え
て
い

る
。

　

当
町
の
特
色
あ
る
施

策
、
先
駆
的
事
業
（
国
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

ト
構
想
に
よ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
建
設
、
若
者
定
住
促
進

住
宅
整
備
、
新
地
南
工
業

団
地
造
成
、
出
生
祝
い
金

制
度
、
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
、
保
育

所
同
時
入
所
時
の
２
人
目

以
降
の
保
育
料
無
料
化
、

延
長
・
一
時
預
か
り
保
育
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
新

規
就
農
支
援
、
奨
学
金
貸

与
制
度
、
学
習
支
援
員
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
、
食

育
推
進
等
）
を
、
企
画
振

興
課
が
各
課
か
ら
の
売
出
し
策

を
収
集
し
、
町
政
の
総
合
版
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
ネ
ッ
ト

上
で
の
発
信
で
更
に
人
口
の
増

加
策
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
町
は
、
第
５
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
で
目
標
人
口

８
，７
０
０
人
達
成
に
向
け
、

工
業
用
地
の
整
備
や
定
住
促
進

住
宅
整
備
な
ど
、
雇
用
の
場
の

創
出
と
住
宅
の
供
給
に
努
め
て

お
り
、
子
育
て
・
教
育
の
充
実

と
各
種
施
策
を
一
体
的
に
進
め

る
こ
と
で
人
口
増
加
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
新
地
駅
周
辺

市
街
地
復
興
整
備
や
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
、
防
災
緑
地
整
備

事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
、
教

育
の
情
報
化
事
業
、
食
育
推
進

事
業
な
ど「
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
」や「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
位
置

づ
け
ら
れ
た
特
色
あ
る
先
駆
的

な
事
業
・
施
策
を
し
っ
か
り
と

進
め
、
町
の
良
さ
や
特
徴
を
一

体
的
に
改
定
に
合
わ
せ
Ｐ
Ｒ
・

発
信
し
て
行
く
。

議
員　
駅
は
町
の
顔
、
町
の
玄

関
と
言
い
な
が
ら
、
全
く
理
想

に
合
っ
て
い
な
い
。
付
近
に
は

ま
だ
建
物
も
な
く
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
も
な
い
情
報
の
少
な
い
現

状
を
、
町
は
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。
多
く
の
駅
利
用
者
の
危

機
管
理
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
駅
利
用
者
に
も
見
え
る
テ

レ
ビ
、屋
外
防
災
行
政
無
線
機
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

町
長　
駅
舎
内
の
危
機
管
理
体

制
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
運
行
情
報
や
災

害
・
防
災
情
報
な
ど
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
伝
達
さ
れ
て
お
り
、

利
用
者
や
乗
車
券
委
託
販
売
員

の
安
全
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
町
か
ら
は
、
ラ
ジ
オ
付
き

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を

設
置
し
て
、
町
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
Ｊ
Ｒ
や
委
託
販
売

員
と
情
報
を
密
に
し
、テ
レ
ビ
、

屋
外
防
災
行
政
無
線
機
、
構
外

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
前
向

き
に
検
討
す
る
。

議
員　
駅
の
施
設
と
し
て
以
前

に
も
要
望
し
て
い
る
ス
イ
カ
の

チ
ャ
ー
ジ
機
を
、
駅
利
用
の
利

便
性
を
高
め
、
売
り
上
げ
を
伸

ば
す
た
め
に
も
Ｊ
Ｒ
に
対
し
、

強
く
要
望
す
べ
き
で
な
い
か
。

企
画
振
興
課
長　
こ
れ
ま
で
も

要
望
し
て
き
た
が
、
今
後
、
各

種
協
議
会
等
を
通
じ
要
望
し
て

行
く
。

▲老朽化した老人憩いの家と農業後継者センター

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

▲元気いっぱい運動会

震
災
復
興
の
進
捗
は

老
朽
化
し
た
憩
い
の

家
等
の
対
処
は

町
長　
30
年
度
完
成
を
目
指

す

町
長　
安
全
性
を
重
視
し
、

　
　
　
閉
鎖
も

Ｊ
Ｒ
新
地
駅
の
課

題
解
決
を

町
長　
テ
レ
ビ
、
屋
外
防
災

行
政
無
線
機
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
前

向
き
に
検
討
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要
で
は
な
い
か
。

町
長　
今
後
、
利
用
者
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み

や
町
外
か
ら
の
来
訪
者
も
利
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、

議
員　
平
成
16
年
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
り
あ
い
タ
ク
シ

ー
し
ん
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
は
、
電
話

予
約
に
よ
る
戸
口
か
ら
戸
口
ま

で
低
料
金
で
送
迎
す
る
。

　

利
用
状
況
、
運
行
経
費
に
か

か
る
町
負
担
及
び
評
価
は
。

町
長　
利
用
状
況
は
、
平
成
18

年
度
の
一
日
平
均
１
２
０
人
を

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
28
年
度
は
一
日
平
均
84
人

と
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
は
60

代
以
上
が
92
㌫
を
占
め
て
い

る
。
運
営
経
費
は
、
年
間
２
千

７
百
万
円
か
ら
２
千
９
百
万
円

で
推
移
し
て
お
り
、
町
の
補
助

金
は
、
28
年
度
で
２
千
３
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
ん
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
は
、
町
の

身
近
な
公
共
交
通
と
し
て
定
着

し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

議
員　

新
地
駅
前
に
は
ホ
テ

ル
・
温
浴
施
設
、
交
流
セ
ン
タ

ー
等
が
立
ち
並
ぼ
う
と
し
て
い

る
時
に
、
タ
ク
シ
ー
が
１
台
も

と
ま
っ
て
い
な
い
。

　

駅
前
開
発
と
公
共
交
通
は
一

体
的
に
考
え
る
べ
き
だ
。
し
ん

ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
で
駅
を
結
ぶ
路
線

を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

しんちゃんＧＯの改善策は

町長　来訪者の利用も含め検討する

再生可能エネルギーの
町づくりを

町長　町民参加で、新たな町づくりを
進める

一般質問

齋藤充明 議員

利
用
促
進
と
町
の
活
性
化
を
図

り
、
新
た
な
時
代
に
即
し
た
地

域
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
築
い
て
い

く
。

議
員　
昨
年
6
月
29
日
に
駒
ヶ

嶺
の
相
善
橋
前
で
交
通
死
亡
事

故
が
あ
り
、
そ
の
後
、
安
全
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
が
、
今
も
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
す
る
交
差
点
だ
。

信
号
機
の
設
置
が
必
要
だ
。

町
長　
相
善
橋
前
北
側
交
差
点

の
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た

が
、
相
馬
警
察
署
か
ら「
今
年

度
中
に
信
号
機
を
設
置
す
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

井上和文 議員

議
員	　
第
五
次
総
合
計
画
で

は
、
環
境
未
来
都
市
構
想
の
実

現
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
等
、
復
興
、
環
境
、

経
済
が
調
和
し
た
持
続
可
能
な

環
境
都
市
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
福
島
県
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
２
０
４
０
年

に
県
内
で
消
費
す
る
電
力
の
１

０
０
㌫
を
目
指
し
原
発
に
頼
ら

な
い
社
会
を
作
る
よ
う
だ
。

　
町
長
と
企
画
課
長
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
た
。
ド

イ
ツ
の
先
進
例
に
学
び
、
住
民

が
参
加
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

町
長　
福
島
県
で
は
、
平
成
24

年
に「
福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
改
訂

版
」を
策
定
し
一
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
に
占
め
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
２
０
４
０

年
に
は
１
０
０
㌫
相
当
以
上
を

生
み
出
す
と
し
て
い
る
。

町
で
は
、
平
成
24
年
に
「
新
地

町
環
境
未
来
都
市
計
画
」
を

策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
量
を
平
成
33
年
に

８
，０
０
０
㌗
に
す
る
目
標
を

掲
げ
、
平
成
28
年
の
実
績
は

６
，４
７
０
㌗
で
、
目
標
値
の

１
２
９
㌫
を
達
成
し
た
。
内

訳
は
公
共
施
設
の
太
陽
光
発

電
、
民
間
事
業
者
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
、
戸
別
の
住
宅
用
と
な
っ

て
い
る
。

　

石
炭
火
発
が
あ
り
、
ま
た
ガ

ス
火
発
も
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
に
よ
る
自
立
分
散
型

の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
実
現
を
目
指
す
。

議
員　
先
般
、
新
地
町
で
開
催

さ
れ
た「
新
地
町
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、

新
地
高
校
の
生
徒
達
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
勉
強
し

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
２
０
０
㌫

の
町
づ
く
り
を
進
め
町
全
体
へ

と
広
げ
て
い
く
」と
の
提
言
が

あ
っ
た
。

　

若
者
の
提
言
に
応
え
る
た
め

に
も
、
町
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
、
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
等

を
正
確
に
把
握
し
、
企
業
、
大

学
と
も
連
携
し
、
地
域
、
町
民

の
理
解
、
協
働
の
も
と
に
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
り
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た

い
。

町
長　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
の
中
で
、
民
間
事
業
者

の
知
識
、
経
験
を
取
り
入
れ
、

国
立
環
境
研
究
所
と
協
定
を
結

び
、
連
携
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
を
通
し
て
町
民
参
加
を

促
し
な
が
ら
、
復
興
創
生
の
町

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

議
員　
相
馬
観
測
所
に
お
け
る

８
月
の
日
照
時
間
は
、
37
．４

時
間（
昨
年
１
７
９
時
間
）、
日

平
均
気
温
も
22
．８
度（
平
成
24

～
28
年
の
平
均
24
．６
度
）と
低

く
、
台
風
に
よ
る
倒
伏
な
ど
、

多
く
の
農
家
か
ら
不
安
の
声
が

あ
る
。
ま
た
、
認
定
農
家
83
名

の
高
齢
化
等
も
あ
り
風
評
被
害

の
一
掃
、
消
費
拡
大
、
企
業
誘

致
の
よ
う
な
優
遇
策
の
検
討
、

姉
妹
都
市（
伊
達
市
等
）と
の
連

携
交
流
な
ど
、
本
格
的
な
担
い

手
対
策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

町
長　
８
月
15
日
の
作
況
指
数

は
、
浜
通
り
は｢

や
や
良｣

と
出

た
が
、
９
月
に
入
っ
て
の
Ｊ

Ａ
新
地
総
合
支
店
の
調
査
で

は
、
い
も
ち
病
は
少
な
く
カ
メ

ム
シ
、
紋
枯
病
が
多
い
よ
う

だ
。
情
報
収
集
し
注
視
し
て
い

く
。
農
業
座
談
会
等
で
新
規
就

農
者
へ
の
助
成
制
度
等
を
説

明
、
現
在
、
町
内
の
２
名
か
ら

相
談
を
受
け
て
い
る
。
新
地
の

農
家
の
半
分
近
く
は
兼
業
農
家

で
あ
り
、
現
場
に
出
て
声
を
聞

き
、交
流
や
情
報
収
集
を
進
め
、

様
々
な
課
題
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
相
馬
警
察
署
管
内
で
の

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納

は
、
今
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま

で
79
件
、
そ
の
う
ち
新
地
町
は

13
件
。
高
齢
運
転
者
へ
の
認
知

機
能
検
査
を
強
化
し
た
改
正
道

路
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
増

加
し
た
よ
う
だ
。

　

問
題
は
、
免
許
証
を
返
納
し

た
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環

境
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

自
主
返
納
者
へ
の
支
援
は
。

町
長　
自
主
的
に
免
許
証
を
返

納
さ
れ
た
方
の
交
通
手
段
の
確

保
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
高

齢
者
の
足
と
し
て
親
し
ま
れ
る

し
ん
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
を
活
用
し
た

支
援
の
実
施
に
取
り
組
む
。

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

定
例
議
会
の
概
要

活
動
・
研
修
報
告
・
レ
ポ
ー
ト

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

本
格
的
な
担
い
手

対
策
を

町
長　
課
題
を
検
討
し
て
い

く

▲今年度中に信号機が設置される相善橋前交差点

▲再生可能エネルギーのイメージ

▲交通安全パレード（9／27）

相
善
橋
前
交
差
点
に
信
号
機
を

　
　

 　
町
長　
今
年
度
中
に
設
置
す
る

免
許
返
納
者
へ
の

支
援
は

町
長　
し
ん
ち
ゃ
ん
Ｇ
Ｏ
を

　
　
　
活
用
し
て
支
援
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常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教

○
学
校
訪
問（
小・中
学
校
）と
、

生
涯
学
習
施
設
の
現
状
と

課
題（

開
催
日　

７
月
12
日
）

　

学
校
訪
問
で
は
、
授
業
参
観

や
校
舎
見
学
、
校
長
と
の
懇
談

を
通
し
議
論
を
深
め
た
。

　

学
力
向
上
の
た
め
、
学
習
支

援
員
の
増
員
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
維
持
に
つ
い
て
、
今
後
も

強
く
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
更
新

を
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

　

各
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討
す
べ

き
と
思
わ
れ
る
。

　

生
涯
学
習
施
設
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
の
現

地
調
査
を
行
っ
た
。
現
在
、
不

動
産
鑑
定
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
後
用
地
の
交
渉
に
入
る
と
い

う
が
、
早
期
の
建
設
を
は
か
ら

れ
た
い
。

○
課
税
、
徴
収
の
現
状
と
今
後

　
の
課
題（開

催
日　

８
月
９
日
）

　

町
税
の
徴
収
率
は
99
．22
㌫

と
、
課
を
あ
げ
て
の
努
力
は
み

ら
れ
る
が
、収
入
未
済
が
約
１
，

６
０
０
万
円
あ
る
。震
災
後
に
、

作
業
員
と
し
て
住
所
を
置
い
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
行
方
が
つ

か
め
ず
、
督
促
不
能
と
な
っ
て

い
る
方
も
あ
る
と
聞
く
。
尚
一

層
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

　

新
た
な
課
税
対
象
と
し
て
、

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
野
菜
で
は
ニ
ラ
が
大
き

い
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
生

産
者
の
声
を
聞
き
、
産
出
農
家

が
増
え
る
よ
う
な
施
策
の
展
開

を
は
か
ら
れ
た
い
。

　

平
成
29
年
度
で
10
㌃
７
，５

０
０
円
の
米
の
直
接
支
払
交
付

金
が
な
く
な
る
。
国
、
県
、
農

協
等
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、

販
路
拡
大
、風
評
被
害
の
一
掃
、

６
次
化
の
推
進
等
も
含
め
、
担

い
手
確
保
に
つ
な
げ
ら
れ
た

い
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
関
連
事
業
の
固
定
資
産

税
が
考
え
ら
れ
る
が
、
復
興
特

区
と
い
う
こ
と
で
、
５
年
間
は

課
税
免
除
と
な
る
。
免
除
後
の

課
税
額
は
火
力
発
電
所
の
例
か

ら
み
る
と
、
50
㌫
位
の
課
税
額

と
思
わ
れ
る
。
新
た
な
課
税
対

象
の
把
握
を
し
っ
か
り
行
わ
れ

た
い
。

○
農
業
振
興
の
現
状
と
課
題

（
開
催
日　

７
月
28
日
）

　

新
地
町
は
、
耕
地
面
積
率
と

水
田
面
積
率
は
県
内
平
均
よ
り

高
い
位
置
に
あ
る
が
、
販
売
農

家
率
に
つ
い
て
は
県
内
平
均
よ

り
低
い
。そ
の
要
因
と
し
て
は
、

高
齢
化
や
専
業
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

農
地
の
集
積
率
は
約
53
㌫
で
あ

り
、
県
内
平
均
の
約
32
㌫
か
ら

み
れ
ば
、
か
な
り
高
い
位
置
に

あ
り
、
中
間
管
理
機
構
が
で
き

る
前
か
ら
土
地
の
貸
し
借
り
を

行
っ
て
い
る
。

　

農
業
産
出
額（
平
成
26
年
値
）

は
、
米
が
約
４
億
２
，０
０
０

万
円
、
野
菜
類
は
約
４
億
７
，

　

中
能
登
町
は
、平
成
17
年
に
、

鳥
屋
町
と
鹿
島
町
と
鹿
西
町
の

３
町
が
合
併
し
て
誕
生
。
能
登

半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、
北
は
七
尾
市
、
南
は
羽
咋

市
、
西
は
志
賀
町
、
東
は
富
山

県
氷
見
市
と
接
し
、
海
に
は
面

し
て
い
な
い
。

　

交
通
は
、
石
川
県
金
沢
市
、

富
山
県
富
山
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

約
50
㌖
の
距
離
に
あ
り
、
金
沢

市
へ
は
電
車
・
車
と
も
１
時
間

あ
ま
り
の
距
離
で
あ
り
、通
勤
・

通
学
の
圏
内
と
な
る
極
め
て
良

▲授業の様子を視察（福田小学校）
好
な
立
地
条
件
を
有
す
る
。

　

人
口
は
約
１
万
８
千
人
で
、

高
齢
化
率
は
34
㌫
を
超
え
て
い

る
が
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
町
づ
く
り
」
を
柱
に
、

①
少
子
化
対
策
と
し
て
出
産
祝

い
金
制
度
を
創
設
し
、
第
１
子

10
万
円
か
ら
最
高
50
万
円
を
支

給
、
②
児
童
医
療
費
の
無
料
化

と
し
て
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
を
全
額
補
助
、
ま
た
、
③
第

２
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
ま

た
は
半
額
と
し
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
子
育
て
し
や
す
い

環
境
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
④
定
住
促
進
奨
励
金

を
拡
充
し
て
最
大
１
０
０
万
円

ま
で
の
支
給
、
⑤
分
譲
住
宅
の

整
備
販
売
な
ど
の
実
施
、
さ
ら

に
は
、
⑥
統
合
小
学
校
と
統
合

中
学
校
の
建
設
事
業
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
よ
り
、
伸
び
伸

び
と
勉
学
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
に
励

み
、
優
れ
た
成
績
を

修
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
施
策
に

よ
り
、
能
登
半
島
で

唯
一
、
人
口
減
少
に

よ
る
消
滅
可
能
性
都

市
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
生
き
生
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
施

策
は
、
当
町
に
お
い

て
も
見
習
う
べ
き
点

が
あ
る
。

　

輪
島
市
は
、
能
登
半
島
の
北

西
部
に
位
置
し
、
80
㌖
余
り
に

及
ぶ
海
岸
線
は
、
能
登
島
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
、
北
方
海
上

は
沿
岸
漁
業
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　

物
々
交
換
が
起
源
と
言
わ

れ
、
１
２
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
朝
市
に
は
、
１
年
を
通
じ
て

漁
れ
る
豊
富
な
魚
介
類
と
そ
の

加
工
品
に
併
せ
て
、
地
場
生
産

の
野
菜
や
、
室
町
時
代
か
ら
の

歴
史
を
有
し
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
た
輪
島
塗
製
品
な
ど

が
な
ら
べ
ら
れ
、
日
本
全
国
各

地
か
ら
、ま
た
は
海
外
か
ら
も
、

観
光
客
が
年
間
約
１
１
０
万
人

訪
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
女
漁
は
、
３
５
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
沖
合

48
㌖
に
位
置
す
る
船
倉
島
・
七

ツ
島
な
ど
の
近
海
で
自
生
す
る

岩
モ
ズ
ク
を
、
素
潜
り
で
手
摘

み
す
る
。
岩
モ
ズ
ク
の
加
工
商

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
団

体
・
企
業
・
学
校
等
の
官
民
協

働
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
６
月
に

販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

当
町
の
近
隣
市
町
村
に
お
い

て
も
、
地
場
産
品
に
よ
る
朝
市

の
開
催
が
活
発
と
な
っ
て
お

り
、
産
業
振
興
と
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
る
。

輪
島
市
の
朝
市
は
、
観
光
の
た

め
に
、
全
て
の
業
種
が
協
力
し

て
進
め
る
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て

も
見
習
う
べ
き
点
が
あ
る
。

行
政
視
察
研
修
報
告
　

研
修
日
程

7
月
12
日

研
修
先

石
川
県
中
能
登
町

研
修
内
容

・
移
住
定
住
促
進
に
か
か

る
住
宅
施
策
と
子
育
て

支
援
の
成
果
、
今
後
の

計
画
等
に
つ
い
て

産
業
厚
生

研
修
日
程

7
月
13
日

研
修
先

石
川
県
輪
島
市

研
修
内
容

・
官
民
協
働
に
よ
る
観
光

と
地
場
産
品
の
振
興
に

つ
い
て
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野菜 
47（千万円）

米 
42（千万円）

野菜 
47（千万円）

米 
42（千万円）

果実 
6（千万円）

その他 
11（千万円）

花き 
18（千万円）

農業産出額の内訳

「農林水産省 わがマチ・わがムラより」

新地町の農業の状況
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▲子育て施策などの説明を受ける（中能登町）

▲観光と地場産品などを研修（輪島市）
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終
戦
か
ら
72
年
を
迎
え
た
８

月
15
日
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

行
わ
れ
た
。

　

伯
父
の
軍
隊
時
代
の
上
官
が

会
津
か
ら
我
が
家
を
訪
れ
た
。

松
葉
杖
を
使
い
玄
関
で
、
息
子

さ
ん
を
戦
死
さ
せ
、
私
が
生
き

残
り
申
し
訳
な
い
と
何
度
も
土

下
座
を
し
た
こ
と
、
中
国
の
戦

地
で
銃
撃
戦
に
よ
り
伯
父
は
銃

弾
が
下
腹
部
を
貫
通
し
て
戦
死

し
た
こ
と
、
悲
惨
な
戦
争
の
体

験
話
を
聞
い
た
。
伯
父
の
親
、

兄
弟
、
親
戚
は
嗚
咽
し
た
。
当

時
中
学
生
の
私
で
し
た
が
、
今

で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

北
朝
鮮
は
９
月
15
日
、
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
北
海
道
上
空
を

通
過
、
襟
裳
岬
の
東
約
３
，７
０

０
㌔
に
到
達
し
た
。
Ｊ
ア
ラ
ー

ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

が
作
動
し
た
。

　

戦
争
は
絶
対
反
対
だ
。

（
三
宅
信
幸
委
員
）

委
員
長	

寺
島　

浩
文

副
委
員
長	

齋
藤　

充
明

委　
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八
巻　

秀
行

委　

員	

三
宅　

信
幸

委　

員	

吉
田　
　

博

編
集
委
員

	

親善パークゴルフで交流

　親善パークゴルフ大会が８月４日に南相馬市パ
ークゴルフ場で開催され、齋藤充明議員が選手宣
誓を行った。

新地町敬老会

議 会 日 誌

　町敬老会が９月１６日に総合体育館で開催され、
招待者（７５歳以上 1,299 人、金婚夫婦６組）の長寿
と健康を祝った。

12時間ソフトボール大会に参加

　相馬市のＮＰＯ法人が主催する１２時間ソフト
ボール大会が、８月６日二の丸球場で開催された。
相馬市議会など、参加団体と親交を深めた。

  ７月
	 9日	 護衛艦「すずつき」相馬港入港記念行事
	 10日	 新地町少年の主張大会
		 11日	 議会広報編集委員会
		 12日	 産業厚生常任委員会行政視察(石川県中能登町、輪島市)	～14日	
	 12日	 総務文教常任委員会（学校訪問）
	 14日	 「夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動」出動式
	 14日	 相馬港建設促進期成同盟会総会
	 19日	 定期監査
	 24日	 県市町村総合事務組合臨時会
	 24日	 県議長会理事監事合同会議、要望活動
	 24日	 県議長・副知事との懇談会
	 27日	 例月出納検査
	 28日	 産業厚生常任委員会
	 28日	 伊達藩「ふるさと姉妹都市・歴史友好都市」連絡協議会交流会
	 29日	 ふるさとい～とこスポーツ祭(亘理町)
	 31日	 議会運営委員会
	 31日	 第３回新地町議会臨時会
	 31日	 県後期高齢者医療広域連合議会定例会

  ８月 
		 3日	 決算審査	～ 8日
	 4日	 相馬地方市町村議会議員会親善パークゴルフ大会
	 5日	 やるしかねぇべぇ祭り
	 6日	 県民スポーツ相双地域大会開会式
	 6日	 12時間ソフトボール大会
	 7日	 東北横断自動車道・常磐自動車道・東北中央自動車道建設促進期成同盟会合同大会
	 8日	 県議長会要望活動
	 9日	 総務文教常任委員会
	 21日	 石油開発新地寮食堂棟完成披露
	 24日	 県町村議会正副議長・事務局長研修会
	 24日	 相馬地方町村議会正副議長・事務局長合同会議
	 25日	 相馬地方広域水道企業団議会定例会
	 29日	 例月出納検査
	 29日	 県町村議会議長会東京電力ホールディングス要求活動

  ９月 
		 4日	 議会運営委員会
	 5日	 新地町地域エネルギー国際フォーラム
	 7日	 第４回新地町議会定例会	～21日	
	 16日	 新地町敬老会
	 29日	 例月出納検査

 10月
		 2日	 相馬方部衛生組合議会定例会
	 2日	 農林水産省と新地町との意見交換会
	 6日	 議会広報編集委員会
	 12日	 議会広報編集委員会


